
私は、2024年4月から1年間、米国ジョージア州アトランタにあ
るジョージア工科大学（Georgia Institute of Technology: GT）
に研究留学させていただきました。 私の受入れ先は、経皮薬物
送達システムであるマイクロニードル（MN）を世界で初めて開
発した研究者Mark R. Prausnitz教授です。 

ラボは約30年の歴史を誇り、所属するほぼ全ての学生とポスド
クが日々MNの研究に取り組んでいます。 学会や論文で見た
PrausnitzラボのMNを、はじめて自分の手で作製したときの感
動は忘れられない体験です。 私の滞在中には、世界各国（イギ
リス、イラン、インド、エジプト、韓国、台湾、トルコ、ナイジェリア、
バングラディッシュ、ロシア等）から集まった20名程度が在籍し
ており、研究活動に加えて、異文化交流という意味でも非常に充
実した留学生活を送ることができました。 アトランタの生活環
境や、研究室内での気付きは、製剤機械技術学会誌2025年6月
号に寄稿していますので、ご興味があればお読みいただければ
幸いです。 ここでは、留学中における出会いについて、気付いた
ことや感想を書かせていただきます。

私は、トルコ人との出会いに恵まれました。 渡米前にラボの同
僚から、彼女の友人Denizが住むアパートを紹介されました。 
Denizはトルコ出身のポスドクで、GTの物理学科で3年間働いて
いました。 Denizは車を持っていたため、私とDenizの同僚
Bahadir（彼もトルコ人です）は毎朝、車に乗せてもらい、一緒に
通勤していました。 当然、車の中の言語は、英語（ときどきトルコ
語）です。 

渡米したばかりの私にとっては、英会話の良い練習になりまし
た。 留学当初は、周りに相談できる日本人の知り合いはいませ
んでしたが、DenizとBahadirに生活のセットアップ（例えば、銀
行口座の開設、SSN取得など）、大学周辺の環境や治安などにつ
いて、相談することができ、とても助かりました。 Denizとは、家
族ぐるみの付き合いになり、彼の子供の誕生日パーティーに参
加させてもらったり（私たち以外はトルコ人でした）、お互いの国
の食べ物を持ち寄ってランチを食べたり（お箸の使い方を教え
てあげたのは良い思い出です）、妻同士がお茶をしたりと、非常
に良い関係を気付くことができました。 

また、Denizたちは、物理学科で歩行ロボットに関する研究を
行っており、薬学部出身の私にとって、全く分野の異なる彼らの
実験室を見学させてもらったことは、非常に貴重な経験でした。
また、Denizの勧めもあって、英語学習のために、Buckhead図書
館の無料のEnglish as a Second Language（ESL）クラスに通い
ました。 このクラスでは、自分たちの国について、持ち回りで、30
分程度の英語のプレゼンをすることになっており、私は日本の
富山県を紹介しました。 これも良い英語の勉強になりました。学
外の知り合いを増やす良い機会にもなり、中国、ブラジル、ウク
ライナ、エルサルバトル、コロンビアなど、様々な国の人と知り合
うことができました。 さらに、ESLクラスがきっかけとなり、日系
企業の駐在員として来られている日本人夫婦と出会い、美味し
い日本食が手に入る場所を教えていただいたり、本当に色んな
面で目をかけていただきました。

2023年4月からアメリカ、ノースカロライナ州のダーラムにあ
る、Duke University(デューク大学)のDuke Eye Centerに留学
しています白木暢彦と申します。 先般上原記念生命科学財団か
ら海外研究助成を賜り深く感謝しております。 

デューク大学は、ノースカロライナ州東部、リサーチトライアング
ルと呼ばれる研究や教育が非常に盛んな地域にあります。 リ
サーチトライアングルとは、ノースカロライナ大学チャペルヒル
校があるチャペルヒルと、ノースカロライナ州立大学がある州都
ローリー、デューク大学があるダーラムを結んだ地区のことで
す。 渡米するまで全く知りませんでしたが、リサーチトライアング
ルとは、アメリカ東海岸を代表する高等教育機関や研究所が集
中する世界でも有数の学術都市とのことです(Wikipedia参照)。 
緯度としては、北緯34-36度に位置し、大阪とほぼ同じ緯度と
なっており、日本の四季に近いものを感じることができる非常に
過ごしやすい場所です。 私はダーラムに隣接するケーリーに住
んでおり、Duke大学にも車で20分程と程よい距離にあります。 
ケーリーはダーラムと比べて新しい街で治安も良く、生活や子
育てするには非常に良い環境です。 アメリカはインフレが強く
家賃などの生活費は日本と比べて非常に高いですが、ニュー
ヨークやサンフランシスコに比べればかなり安いようです。 それ
でも、折しも大変な円安も加わり(執筆時点1ドル158円)、全て
の物価や家賃が非常に高い状態です。 アメリカでの研究生活と
私生活はそれらの点を除けば素晴らしい点がたくさんあります。 
私は家族(妻、息子5歳、娘2歳)と共に渡米しておりますが、アメ
リカ社会では子どもが非常に多く、コミュニティや同僚も非常に
子どもに優しく子育てしやすい環境となっています。

また、多くの子どもを持つ家庭も多くあり、家の近くのスーパー
でも人種を問わず3-4人の子供を連れた家族を多く見かけま
す。 子ども達は現在preschool（日本の幼稚園の年少、年中にあ
たります。）に通っておりますが、このpreschoolは牧場に設置さ
れているもので、日々森の中で遊んだり、動物と触れ合って過ご
すという大阪では中々見られないものです。

私の所属している研究室のPIはImmunology/Ophthalmology
のDaniel Saban教授で、眼科の免疫系の研究を主体としてお
り、マクロファージやミクログリアの研究を行っています。 人格
的にも素晴らしい先生です。 Association for Research in 
Vision and Ophthalmology(ARVO)にてCogan Awardを受賞
されるなど素晴らしい業績をお持ちでいらっしゃるにも関わら
ず、ラボメンバーとの距離も非常に近く、さまざまな指導をしてく
ださります。 また、他の研究室との共同研究も非常に盛んであ
り、免疫学、脳神経外科学など様々な分野と共同研究していま
す。研究室の両隣の席がネイティブなので、アメリカの文化に関
しても様々なことを教えていただいており、留学でしか経験でき
ない貴重な時間を過ごしています。 もちろん研究に関しても
ディベートしており、二人ともImmunologyの専門のため、非常
に研究に関する知見が深まっています。 

Duke大学には様々な国から留学してきている研究者や医師が
います。 一方、日本からDuke大学への留学生は全科合わせて
も20人いきません。 円安が非常に進んでいること、アメリカのイ
ンフレが凄いため留学費用が上昇していること、など色々な要
素があるのだとは思いますが、他の地域では変わらないのか
減っているのか非常に気になるところです。 ただ、日本人が少
ないことから様々な国の研究者と積極的にコミュニケーション
を取れることは素晴らしい経験で、これこそが留学の意味だとも
感じておりますので、先達の日本の留学された方達に恥じない
よう充実した留学生活を送りたいと思っております。

最後になりますが、留学を快諾していただきました西田教授、並
びに医局員の先生方に深く御礼申し上げます。 また、ご助力い
ただいております様々な方々、団体に厚く御礼申し上げます。 今
後とも御指導・御鞭撻何卒よろしくお願い申し上げます。
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また、GTには、日本語学科があります。 最近は、漫画やアニメの
影響で、日本語は人気な科目の一つとなっています。 たまたま、
GTのJapan dayに日本語学科を訪れたところ、Satomi Suzuki
先生と知り合いました。 Suzuki先生は、GT学生の日本への留学
を支援しており、感銘を受けました。 Suzuki先生にご紹介いた
だいた日本好きの学生とカフェで話をしたり、一緒に食事をとっ
たりする等、ラボ以外の学生と交流を持てたことは米国と日本の
教育システムや働き方の違いを考えるきっかけになりました。

ラボでは、毎週金曜日にグループミーティングがありました。 
ミーティングでは、当番制で、スナックなどの軽食と飲み物を準
備することになっています。 私は、日本食（たこ焼きやいなり寿
司など）を持って行きましたが、好評でした。 ラボを旅立つ人が
いる場合には、一緒にケーキを食べ、メッセージカードを贈る文
化があります。 1年間というまとまった期間滞在することによっ
て、お客さん扱いではなく、仲間としての信頼関係を築くことが
できました。 私は英語に自信がありませんが、学生やポスドク
に、積極的に質問したり、アドバイスするよう心がけました。 基
本的に誰もが研究を進めたいと思っているので、自分の経験を
話すと拙い英語でも聞いてもらえます。 皆がMNに興味を持っ
ており、気軽に相談やディスカッションができ、お互いに助け合
う風土が醸成されています。 ボスも、「これはXXが詳しいから
XXに聞いた方が良い」といったことを良く言ってくれますし、自
分のことを話題にあげてもらえたら一人前です。

ボスに自身の働きぶりを知ってもらい、信頼関係を構築するに
は、それなりに時間がかかります。 そういう意味でも、フェロー
シップは貴重です。 海外のポスドクからは、自国のフェローシッ
プで好きな留学先を選べるようなものはない又は非常に少な
いと聞いており、日本人はチャンスに恵まれています。 研究留学
は、得られる知識・経験・人脈の幅が非常に大きいので、是非、
チャレンジすることをお勧めします。

最後に、海外留学をご支援くださった上原記念生命科学財団の
皆様、国立医薬品食品衛生研究所の皆様、頑張って付いて来て
くれた妻にこの場を借りて心より感謝申し上げます。

2023年5月にDr. Barry Borlaugの指導のもと、Mayo Clinic心
血管部門での研究を開始して以来、左室駆出率の保たれた心
不全（HFpEF）患者における運動時の血行動態や心肺機能の研
究を行っています。 HFpEFは加齢やメタボリック症候群などの
増加とともに、有病率が上昇し続けており、本邦においても心不
全パンデミックの主因です。 安静時に明らかな異常所見が乏し
いことによる診断の難しさや治療選択肢の少なさも大きな問題
となっています。

留学先の研究室は、運動負荷右心カテーテル検査によって
HFpEF患者の病態生理を解明する試みを先進的に行っている
ことが特徴的です。 さらに、本検査と心エコー図検査を同時に
行い、心機能や弁機能を評価し血行動態との関連を調査するこ
とも行っています。 症状が出現する運動時の評価を行うことに
よってHFpEFの病態生理をより深く追究しています。 このような
貴重なデータを用いて、これまでに、HFpEF患者における運動
時の僧帽弁逆流に関する研究成果をEuropean Journal of 
Heart Failure誌に発表することができました。 また、HFpEFの
イメージングとメカニズムに焦点を当てた総説を執筆する機会
もいただきました。

私の主な役割は、同時心エコー図検査の実施であり、多くの症
例に直接関わることで貴重な経験を積んでいます。

この経験を通じて、本検査を実施するうえで必要な特殊な技術
を磨き上げるとともに、運動時の血行動態と心機能の関連につ
いて洞察を深め学問的な知見を得ています。 この検査を利用し
た複数の前向き研究に現在関与しており、データの収集や解
析、論文執筆を楽しみにしているところです。 2026年3月の留
学終了までに、この貴重な環境を最大限に活用し、留学先でし
かできない独自の研究成果を目指しています。

留学期間中は、近年でも最大の円安および物価の高騰となって
おり、経済的な困難によって留学先での研究活動を継続するこ
とは簡単ではありませんでした。 そのような中での助成でした
ので、私だけではなくともに渡米し生活を支えてくれている家族
にとっても非常に大きな支援であったと感謝しています。

留学先のあるミネソタ州ロチェスターでは厳しい冬の寒さと心
地よい暖かさの夏が印象的でした。 この地で出会った多くの留
学生との関わりは、この留学で得られた最高の経験の一つです。

研究者として尊敬できる仲間たちとのつながりを持てたこと、家
族ぐるみでの付き合いができたことは、私の生涯の糧となる貴
重な出来事でした。 これらの機会に恵まれたのも、上原記念生
命科学財団からの支援があったからこそです。 この場を借りて、
改めて感謝の意を表します。
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